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りら創造芸術学園（りら創造芸術高等学校）アドミッション・ポリシー 

～本校に是非とも入学していただきたい生徒像（入学を期待するメッセージ）
　りら創造芸術学園（りら創造芸術高等学校）では、
○　自ら考え、行動し、表現する創造性豊かな人となることを目指す人。
○　仲間と共に調和をはかりながら、自主性、協調性を育てていきたいと思っている人。
○　自分の可能性を信じて、常に前を向いて進んで行くことを望む人。
○　グローバルな視点に立ち、国際社会においても、平和で友好的な国際関係をつなぐことのできる
　　人になることを目指す人。
○　自然豊かな環境の中で、人だけでなく動植物とも共に生活することを望む人。
　   の本校への入学を期待します。

　りら創造芸術学園が発行してるパンフレットやホームページ等をご覧いただいて、本学園が芸術教
育を中心にしていることや、教室の中での座学だけではなく、舞台作品や美術作品の制作・発表などの
実際の活動に多くの時間をかけて、心で感じ、身体で覚え、自分自身で動いていく活き活きとした教育
活動を行っていることがお分かりいただけると思います。
　また、特に芸術科目を指導する講師にプロフェッショナルがいて、指導内容も実践的で、ある程度高
度な内容が含まれていることもお分かりいただけたと思います。
　そのことを踏まえて、今現在、りら創造芸術高等学校への入学について、どうしようか考えている方
に、是非ともお伝えしたいことがあります。それは、
　りら創造芸術高等学校のホームページやパンフレットなどにある芸術科目をみて、例えば、「ジャズダ
ンスは全く経験が無い。演劇などあまり見たこともないし、自分が演じるなど想像できない。絵心がない
ので絵画には全く自信がない。・・・」　 そのように感じ、考えてしまうかもしれません。
　そのことへの答えとして、
　まず、これまでのりら創造芸術学園への入学者でダンスや演劇等の経験のある人の数は少ないと
いうことをお伝えします。入学生は最初、大変戸惑いながらも、少しずつ経験を重ねながら踊ること、描
くこと、演じること、そして勉強することの楽しさを深めていきます。
　もちろん、人によって、上手下手や、合う合わないの違いがあるのは事実です。それでも、みんながひ
とつの仲間となって、それぞれの長所を認め合いながら、学校での全ての活動をひとつの大きな作品に
見立てて、全ての生徒と教職員が出演者、スタッフとしての役割を得て全員参加の舞台作品を創りあ
げていきます。
　もう一つの特徴は、「徹底したミーティング」です。りらでの出来事・・・教育活動の全ては、生徒、教職
員全員によるミーティングから始まります。少し進んで、またミーティング。立ち止まり、少し後退・・・すると
また、ミーティング。全員の心がひとつになるまで繰り返していきます。だからお互いに理解し合い、協力
し合いながら一丸となれるのです。このことは社会に出てからもコミュニケーション力として役立つ力とな
ります。
　そして、学校の外へ公演などにも出かけます。そこでは、観客を前にして舞台に立つこともあります。
最初は膝が震えるかもしれません。それでも、自分の心を一歩前に進めます。それまでの練習では教員

や生徒の仲間が助けてくれているでしょう。しかし、本番の舞台に立った瞬間から自分自身しか頼りにな
るものが無くなるのです。でも、きっと演じきることができます。仲間がしっかり後ろから見守っています。そ
れが、「りら」です。この仲間は生涯の仲間となります。
　そのような経験を重ね、何物にも代えがたい自信が育っていきます。
　だからこそ、りら創造芸術高等学校での生活は大変いそがしい。でも、すごく楽しい。高校生活の３年
間は本当に短く感じられるものです。その短い間に、りら創造芸術高等学校の学校生活で、まだ発見で
きていない自分自身を見つけ出し大きく育てていって欲しいのです。
　これまで、芸術に関わりが無くても、将来芸術を職業としなくても、芸術をツール(手段・方法)として経
験(学習)することで、社会において役立つ人間力＝「生きる底力」が身につき育っていきます。
　今現在、全然自信が無くても、このメッセージに何かを感じた方、そしてまだ発見できていない自分自
身に会ってみたい方は是非「りら」に入学してきていただきたいと思っています。大きな期待を持ってお
待ちしています。

～りら創造芸術学園の教育理念 
　平成１９年（2007年)に設立された本学園は、開校11年目でまだまだ歴史が浅い発展途上の学校
ですが、教育目標に掲げた「社会に貢献できる人材の育成」の人材に必要な資質を人間力＝「生きる
底力」と考え、その達成のために真摯に努力を重ねながら教育活動に取り組んでいます。
　そして本学園では、この人間力＝「生きる底力」として
　　　　　　　　　　　　　　「決してあきらめず、やり抜く力」
　　　　　　　　　　　　　　「無限の可能性を信じ自らの未来を創造していく力」
　　　　　　　　　　　　　　「仲間との調和を図る力」
　　　　　　　　　　　　　　「愛情をもって生きる力」
　の四つの力を提唱しています。
  本学園での学びにおいて、このような力が育っていくことで、社会人となってからも、社会の中で活き
活きと活動していくために必要な知識を積極的に学習しようとする姿勢が確立し、市民としての公共的
な責任を自覚しながら、社会に存在する問題を発見し解決しようとする意欲と能力が備わり、さらなる開
拓を目指すフロンティア精神が発揮され、自らの理想を実現するために自身で考え行動できる人材とな
ることを理想としています。
　そのための教育方針として、生徒が、
①　創作活動の中で、自己目標を定め、常に不断の努力を傾注することで、思考力、集中力、忍耐力を
　　高め「安定した心」を養う。
②　創作活動での経験を重ねることにより、自己の能力伸長の可能性を自覚し、自らの進路を切り開く
　　力を養う。
③　作品制作過程での協同やミーティングを深めることにより、集団の中での協調性や自己の役割を
　　主体的に果たしてゆく力を養う。
④　豊かな自然環境に恵まれ、地域住民の方 と々のふれあいのなかで教育活動を行うことにより、情
　　緒豊かで愛情にあふれ、感謝の心をもった人格に育つ。
　以上のことを掲げ、その達成に努力しています。
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